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１．はじめに
当社は地域と共に西日本エリアにおけるＩＣネットワークの

拡大の検討を進めており、近年では、松江・米子・伯備地区

や和歌山県内の特急停車駅、石川・富山エリア等において

順次ＩＣＯＣＡサービスを開始しています。

ＩＣＯＣＡは、駅の自動改札機等（以下、ＩＣ駅務機器）で

鉄道をご利用いただくために使用できるほか、市中店舗では

電子マネーとしても使用できます。電子マネー端末は、当初

はＩＣ駅務機器と同様で端末部で多くの処理を行うリッチクラ

イアント端末でしたが、端末部に多くの機能をもたず導入コ

ストが安価なシンクライアント端末が２０１１年に開発されて

からは、その導入企業が増加しています。

本開発では鉄道分野において、セキュリティ性の向上やメ

ンテナンスの省力化といったシンクライアント化のメリットを

活かしつつ、コストや処理速度といった課題を解決して実用

化に耐えうるかの検証を行っています。

２．開発概要
図１にて従来機器と開発機器の比較を示します。従来のＩＣ

駅務機器においては、各機器でＩＣ機能の処理を行っていまし

たが、機器をシンクライアント化することで、従来の改札機で

あった部分はＲ／Ｗ機能と通信機能のみとなり、上位のサーバ

上でＩＣ機能の処理を行うことになります。

本開発では、ＩＣ処理を行う上位サーバと複数種類の端末

の開発を行いました。

上位サーバは、エッジコンピューティングの思想を取り入れて

おり、可用性を持たせるためにも複数台で運用する構想の元で

開発しています。

また、端末は従来どおり駅に固定して設置することを想定

したタイプ（駅設置型）と車内補充券発行機や車載機のように

持ち運びや車両に搭載することを想定し、かつ汎用性も考慮し

電子マネー端末としては実績のあるタブレット端末を活用した

タイプ（可搬型）の２種類で開発しました。なお、本開発では

Ｒ／Ｗは外付けタイプとしています。

通信については、駅設置型、可搬型ともに、既存のネットワー

クと同様の回線である通信会社の光回線と将来を見越しての

携帯電話回線（ＬＴＥ回線）の２種類に対応できるようにして

います。

３．課題解決
(１) ＩＣ処理時間

ＩＣ駅務機器と市中の電子マネー端末において、お客様が

カードをＲ／Ｗにタッチしてから一連のＩＣ処理が正常に終了す

るまでの処理時間については、それぞれの運用条件が異なる

ため差があります。

鉄道の改札機では、お客様は歩行しながらタッチすることを

想定しているため、当社ではＩＣ処理時間が２５０ｍｓ以下とな

るように定めています。一方、市中店舗では店舗での運用に沿っ

た形で様々な種類の電子マネー端末がありますが、基本的には

Ｒ／Ｗの前に立ち止まってカードをタッチし、ＩＣ処理の終了を

待つことができることから、概ね２０００ｍｓ程度の処理時間

までの範囲で認めています。

機器をシンクライアント化した場合は、上位サーバとの間で

の通信に要する時間が発生するため、図３に示すように機器の

処理時間は増加することが見込まれます。これをなるべく現行

のＩＣ駅務機器での処理時間まで下げることを目標としました。

本開発では、従来のＩＣ駅務機器の処理フローを元に、シン

クライアント化した際の上位サーバとＲ／Ｗ間のデータのやり

とりと通信回数を最小限に抑えるように処理フローを見直すこ

とで対応しています。

また発生する通信時間も含め、開発した２種類の端末と２種

類の回線それぞれの試験結果を表２で示します。

先述の処理フロー見直しの効果もあり、光回線では現行と
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図１：開発概要図

図２：開発成果品
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表１：各機種の処理時間



シンクライアント型ＩＣＯＣＡ機器の開発

Invitation To Railway TechnologyInvitation To Railway Technology

同程度の時間で処理を完了することができましたが、携帯電

話回線では大幅にオーバーすることを確認しました。機器の仕

様や処理フローに変更点はないため、単純に通信回線の影

響だと考えています。

この試験結果から、現状では携帯電話回線では改札機とし

ての運用には向かないことが確認できましたが、券売機や

窓口処理機等のＩＣカードを置いて操作するタイプの機器での

活用は考えられます。

また今後、通信業界で５Ｇが実用化されることによって通信

時間の短縮が見込まれることから、その動向については注視

していきたいと考えています。

（２）システムの可用性

機器のシンクライアント化を行うと１つの上位サーバで複数

のＩＣ駅務機器の処理を行うことになります。万が一、上位

サーバに障害が発生するとその配下の機器全てが対象となるこ

とから、広範囲に影響を及ぼすことになります。そのため、継

続的にサービスを提供し続けるためには、上位サーバの冗長

化が必要となります。

上位サーバの冗長化の１つの方法として、本開発ではエッジ

コンピューティングの思想で複数の上位サーバを分散配置し、

ある上位サーバが障害等で利用できない場合でも他の上位

サーバで代用する仕組みを構築しました。これは、１つの上位

サーバが「あるＩＣ駅務機器群のメインサーバ」であると同時に、

「他のＩＣ駅務機器群の予備サーバ」としても動作するというも

のです。

この仕組みのイメージを図４で示します。ＩＣ駅務機器はＩＣ

カードを読み取った後、ＩＣ処理開始の要求を複数の上位サー

バに送信します。要求を受け取ったそれぞれの上位サーバから

その応答が返されてきますが、ＩＣ駅務機器は最も応答が早

かった上位サーバに対して次の要求を送信し、それ以降のやり

とりはその上位サーバとの接続を確立して処理を進めていきま

す。なお、応答が遅れたその他の上位サーバは元の待機状態

に戻ります。

この方法を取ることで、一方の上位サーバが障害等により応

答がない場合や上位サーバや通信の混雑等によるパフォーマン

ス低下が発生する場合も、他方の上位サーバと通信することで、

ＩＣ駅務機器としてのサービスを安定して提供することができ

ます。

４．おわりに
本開発は、交通系ＩＣカードの市中でのご利用場面や運用

システムを参考として、鉄道分野でのＩＣ駅務機器に対してシ

ステムチェンジの観点も交えて進めてきました。

ＩＣＯＣＡサービスのエリア拡大を通じて、地域のより多くの

お客様にＩＣＯＣＡをご利用いただくことができる環境をご提供

するとともに、その環境を当社が持続的に維持できる仕組み

の構築を目指して、実用化に向けた検討を進めてまいります。

最後になりますが、本開発にご協力いただきました多くの

方々に厚く感謝の意を表します。
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表２：処理時間試験結果

図３：処理時間の短縮イメージ

図 4：複数サーバの活用


